
生物多様性とは 
生物多様性とは、「いろい

ろな種類やタイプ(※)の生

きものがいる」ということ

です。  

そして生きものたちは、

山や川、海など自分に合っ

た様々な環境（生態系）で

暮らしています。私たちは

ふつう、それを「自然」と

呼んでいます。 

自然の中で、生きものたち

は、食べたり食べられたり

しながらバランスを保って

います。そして、自然や生きものは、私たちにたくさん

の恵みをもたらし、私たちの暮らしを支えてくれていま

す。 
※タイプ：たとえば人の顔が一人ひとり異なるように、同じ種類の生きものでも、模様などの特徴が異なっている

ことです。 
 
 
 

自然や生きものからの恵み 
 

自然や生きものからの恵みは、食べ物や木材、酸素の供給、災害の防止、ハイキングや潮干狩りな

どのレクリエーションの場の提供など、多岐にわたります。 

このように、私たちの生活は、自然や生きものから多くの恵みを受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然や 
 
 
 



加速する野生生物の絶滅 
人間は種の絶滅速度をここ数百年でおよそ 1,000 倍に加速させています。チンパンジーやゴリラ、

トラ、ホッキョクグマ、アジアゾウなど多くの哺乳類が、世界中で絶滅の危機にあります。鳥類や爬

虫類、両生類、昆虫類なども、そして植物もその例外ではありません。 

日本でも状況は変わりません。ニホンオオカミ、ニホンカワウソは絶滅してしまいましたし、九州

ではツキノワグマが絶滅しました。今まで身近な存在であったメダカやゲンゴロウなども絶滅するお

それがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然や生きものに対する４つの危機 

なぜ、自然や生きものの危機を招いたのでしょうか。その多くは人間の活動に原因があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

自然や生きもののために私たちができること 

 

 

「自然や生きもの」に思いやりを持って、
暮らしていかなければなりません 

福岡市で絶滅の 
おそれのある動物の例 

クロツラヘラサギ   カブトガニ 

自自然然やや生生ききももののにに  
ふふれれよようう  

自自然然やや生生ききももののをを守守ろろうう  

自自然然やや生生ききもものの  
ののたたいいせせつつささをを  
つつたたええよようう  


